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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第72期
第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 10,877,061 11,224,576 23,230,544

経常利益 (千円) 60,145 269,863 602,490

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △71,456 220,397 384,829

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △113,486 210,406 407,733

純資産額 (千円) 14,971,079 15,612,288 15,462,178

総資産額 (千円) 22,370,811 23,167,821 22,799,939

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は１株当たり四半期純損
失金額(△)

(円) △11.86 36.59 63.88

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 66.9 67.4 67.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 650,171 △984,583 1,296,453

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △372,244 △39,475 △657,493

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △77,454 △78,229 △124,368

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,824,443 4,036,273 5,138,562

　

回次
第72期
第２四半期
連結会計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 19.47 35.59

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第72期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当企業グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループが判断したもの

であります。

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の復興に向けた動きが進み、回復基

調にありました。当企業グループの業績に大きな影響を与える住宅投資においても、震災による住宅投資

の停滞が懸念されたものの、新設住宅着工戸数減も一時的なものにとどまり、その後は回復に向かってお

ります。

しかしながら、欧州の金融不安や米国の景気後退懸念を背景に円高・株安が長引く等、先行きは不透明

な状況となっております。

このような状況の中、当企業グループにおいては、震災後の緊急需要に対応する住宅用照明器具の増産

に取り組むとともに、省エネ・節電に貢献する各種ＬＥＤ照明器具の新製品を多数発売し、住宅・店舗・

施設向けに増販を図ってまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は11,224百万円(前年同期比3.2％増)、営業利益241百万

円(前年同期比323.7％増)、経常利益269百万円(前年同期比348.7％増)、四半期純利益は220百万円(前年

同期は四半期純損失71百万円)となりました。

当企業グループは照明器具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セグ

メント情報の記載を省略しておりますが、機種別の業績につきましては次のとおりであります。

①　ＬＥＤ照明器具

ＬＥＤ照明器具につきましては、省エネ・節電機器として注目を集める中、本年５月に発刊いたしま

した新カタログにおいて約450点の新製品を掲載するとともに、６月以降もベースライト、ダウンライ

ト、シーリングライト等の新製品を順次市場投入し、積極的な営業活動を展開してまいりました。

この結果、売上高は前年同期に比べ116.9％増の2,132百万円となりました。

②　蛍光灯照明器具

蛍光灯照明器具につきましては、白熱灯照明器具からのシフトが進んだ一方、品揃えを拡充したＬＥ

Ｄ照明器具に徐々に需要が移ってまいりました。

この結果、売上高は前年同期に比べ1.8％減の6,178百万円となりました。

③　白熱灯照明器具

白熱灯照明器具につきましては、エネルギー消費効率の良いＬＥＤ照明器具や高効率蛍光灯照明器

具に需要が移り、販売が減少した結果、売上高は前年同期に比べ17.9％減の1,774百万円となりました。

EDINET提出書類

オーデリック株式会社(E02026)

四半期報告書

 4/21



④　高圧放電灯照明器具・その他

高圧放電灯照明器具・その他につきましては、施設物件の受注が減少し、売上高は前年同期に比べ

20.7％減の1,139百万円となりました。

　
(2)　財政状態の分析

①　資産

当第２四半期連結会計期間末における資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べて367百万

増加し23,167百万円となりました。これは主に現金及び預金の減少1,102百万円に対して商品及び製品

の増加1,216百万円や原材料及び貯蔵品が263百万円増加したこと等によるものです。

②　負債

当第２四半期連結会計期間末における負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べて217百万

円増加し7,555百万円となりました。これは主に生産増強による仕入高増加で支払手形及び買掛金が84

百万円増加したことや賞与引当金が21百万円増加したこと等によるものです。

③　純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べて150百

万円増加し15,612百万円となりました。これは主に売上高の増加等により利益剰余金が160百万円増加

したこと等によるものです。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、4,036百万

円となり、前連結会計年度末に比べ1,102百万円減少しました。

各キャッシュフローの状況及び要因は次の通りであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の減少は984百万円(前年同期は650百万円の増加)となりました。この主な要因

は、減価償却費の計上296百万円及び売上債権の減少322百万円による資金の増加に対し、たな卸資産の

増加1,534百万円により資金が減少したこと等によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少は39百万円(前年同期は372百万円の減少)となりました。この主な要因

は、投資有価証券の売却による収入94百万円に対し、有形固定資産の取得126百万円により資金が減少

したこと等によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は78百万円(前年同期は77百万円の減少)となりました。この主な要因は、

配当金の支払60百万円により資金が減少したこと等によるものです。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、318百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当企業グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,941,000

計 28,941,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,611,000 7,611,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数　100株

計 7,611,000 7,611,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ― 7,611,000 ― 3,105,500 ― 2,890,655
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社アマセクリエート 東京都杉並区宮前一丁目11番３号 625 8.21

伊　藤　雅　人 東京都杉並区 580 7.63

オーデリック従業員持株会 東京都杉並区宮前一丁目17番５号 501 6.58

株式会社みずほ銀行
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都千代田区内幸町一丁目１番５号
(東京都中央区晴海一丁目８番12号)

242 3.18

オーデリック取引先持株会 東京都杉並区宮前一丁目17番５号 196 2.58

因幡電機産業株式会社 大阪市西区立売堀四丁目11番14号 181 2.38

伊　藤　惠　美　子 東京都杉並区 165 2.18

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 162 2.13

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 150 1.97

石　川　良　江 東京都三鷹市 120 1.59

計 ― 2,925 38.43

(注)  上記のほか当社所有の自己株式1,586,785株(20.85％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 1,586,700
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,014,900 60,149 ―

単元未満株式 普通株式 9,400 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 7,611,000― ―

総株主の議決権 ― 60,149 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オーデリック㈱

東京都杉並区宮前一丁目17番５号 1,586,700― 1,586,70020.85

計 ― 1,586,700― 1,586,70020.85

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,139,565 4,037,277

受取手形及び売掛金 4,560,113 4,237,968

商品及び製品 2,727,727 3,944,636

仕掛品 193,471 247,828

原材料及び貯蔵品 708,402 971,412

その他 296,832 678,156

貸倒引当金 △5,492 △5,069

流動資産合計 13,620,621 14,112,211

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,130,884 4,037,313

機械装置及び運搬具（純額） 108,872 94,179

土地 2,097,911 2,097,911

その他（純額） 322,339 433,241

有形固定資産合計 6,660,008 6,662,645

無形固定資産 1,123,950 1,119,552

投資その他の資産

投資有価証券 832,918 709,945

その他 574,798 575,910

貸倒引当金 △12,357 △12,443

投資その他の資産合計 1,395,359 1,273,412

固定資産合計 9,179,318 9,055,610

資産合計 22,799,939 23,167,821

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,269,218 4,353,415

短期借入金 4,296 4,296

未払法人税等 60,238 64,937

賞与引当金 256,409 278,259

その他 930,168 1,054,832

流動負債合計 5,520,330 5,755,741

固定負債

長期借入金 28,322 26,174

退職給付引当金 517,807 541,873

役員退職慰労引当金 139,140 117,324

その他 1,132,160 1,114,420

固定負債合計 1,817,430 1,799,791

負債合計 7,337,760 7,555,533
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,105,500 3,105,500

資本剰余金 2,890,655 2,890,655

利益剰余金 10,778,282 10,938,436

自己株式 △1,393,349 △1,393,403

株主資本合計 15,381,088 15,541,188

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 79,434 68,353

その他の包括利益累計額合計 79,434 68,353

少数株主持分 1,655 2,746

純資産合計 15,462,178 15,612,288

負債純資産合計 22,799,939 23,167,821
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 10,877,061 11,224,576

売上原価 6,824,969 6,961,155

売上総利益 4,052,092 4,263,421

販売費及び一般管理費 ※1
 3,995,086

※1
 4,021,873

営業利益 57,005 241,547

営業外収益

受取利息 131 1,473

受取配当金 13,543 15,082

デリバティブ評価益 775 －

その他 23,571 16,712

営業外収益合計 38,021 33,267

営業外費用

支払利息 3,182 3,190

借地権償却 23,809 －

その他 7,889 1,761

営業外費用合計 34,881 4,951

経常利益 60,145 269,863

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,192

特別利益合計 － 1,192

特別損失

固定資産除却損 93 13,475

投資有価証券評価損 － 18,433

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 76,804 －

資産除去債務履行時差額 ※2
 40,991 －

特別損失合計 117,890 31,908

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△57,744 239,147

法人税、住民税及び事業税 19,397 52,065

法人税等調整額 △6,450 △34,407

法人税等合計 12,947 17,658

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△70,692 221,488

少数株主利益 763 1,091

四半期純利益又は四半期純損失（△） △71,456 220,397
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△70,692 221,488

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △42,794 △11,081

その他の包括利益合計 △42,794 △11,081

四半期包括利益 △113,486 210,406

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △114,250 209,315

少数株主に係る四半期包括利益 763 1,091
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△57,744 239,147

減価償却費 304,572 296,951

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,988 △337

受取利息及び受取配当金 △13,675 △16,555

支払利息 3,182 3,190

デリバティブ評価損益（△は益） △775 －

固定資産除却損 93 13,475

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 76,804 －

資産除去債務履行時差額 40,991 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △1,192

投資有価証券評価損益（△は益） － 18,433

売上債権の増減額（△は増加） 262,923 322,145

たな卸資産の増減額（△は増加） △514,039 △1,534,275

仕入債務の増減額（△は減少） 773,565 61,880

退職給付引当金の増減額（△は減少） 77,060 24,065

その他 △244,254 △384,056

小計 705,717 △957,129

利息及び配当金の受取額 13,638 16,534

利息の支払額 △502 △398

法人税等の支払額 △68,682 △43,590

営業活動によるキャッシュ・フロー 650,171 △984,583

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △300,000 －

有形固定資産の取得による支出 △57,188 △126,249

無形固定資産の取得による支出 △15,056 △7,225

投資有価証券の売却による収入 － 94,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △372,244 △39,475

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △2,148 △2,148

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △14,164 △15,888

自己株式の取得による支出 △49 △54

配当金の支払額 △61,092 △60,138

財務活動によるキャッシュ・フロー △77,454 △78,229

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 200,472 △1,102,288

現金及び現金同等物の期首残高 4,623,970 5,138,562

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,824,443

※
 4,036,273
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

保証債務
次のとおり従業員の銀行借入に対して保証を行っており
ます。

　従業員 12,840千円

保証債務
次のとおり従業員の銀行借入に対して保証を行っており
ます。

　従業員 10,895千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次
のとおりであります。

荷造運送費 591,495千円

広告宣伝費 359,320千円

給料及び諸手当 1,390,261千円

賞与引当金繰入額 204,317千円

退職給付費用 134,353千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,469千円

貸倒引当金繰入額 1,274千円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の
とおりであります。

荷造運送費 584,917千円

広告宣伝費 365,445千円

給料及び諸手当 1,373,192千円

賞与引当金繰入額 218,646千円

退職給付費用 124,041千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,024千円

※２　資産除去債務履行時差額
資産除去債務の対象となった物件の一部につい
て、アスベストの除去を当初の予定時期よりも著
しく早期に実施することによる差額であります。

――――――
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期残高と四半期連結貸借対
照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年９月30日現在)

現金及び預金 5,125,446千円

預入期間が３か月超の定期預金 △301,002千円

現金及び現金同等物 4,824,443千円

※　現金及び現金同等物の四半期残高と四半期連結貸借対
照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年９月30日現在)

現金及び預金 4,037,277千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,003千円

現金及び現金同等物 4,036,273千円

　

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 60,243 10.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月４日
取締役会

普通株式 30,121 5.00平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金

　

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 60,242 10.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月７日
取締役会

普通株式 60,242 10.00平成23年９月30日 平成23年12月12日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

当企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断いたしまして、同種・

同系列の各種照明器具を専ら製造販売しており、本社に営業本部を置くとともに各営業部が全国に配置

され、営業本部が包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、照明器具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セグメント

情報は記載を省略しております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

当企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断いたしまして、同種・

同系列の各種照明器具を専ら製造販売しており、本社に営業本部を置くとともに各営業部が全国に配置

され、営業本部が包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、照明器具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セグメント

情報は記載を省略しております。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額又は
　　１株当たり四半期純損失金額(△)

△11円86銭 36円59銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△) △71,456千円 220,397千円

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額
    又は四半期純損失金額(△)

△71,456千円 220,397千円

    普通株式の期中平均株式数 6,024,310株 6,024,247株

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　

２ 【その他】

第73期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当については、平成23年11月７日開催の取

締役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

①　配当金の総額 60,242千円

②　１株当たりの金額 10.00円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年12月12日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月10日

オーデリック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大　　橋　　一　　生    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    野　　田　　裕　　一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー
デリック株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーデリック株式会社及び連結子会社の平成
23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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